
記者懇談会からみた
日本産婦人科医会、これまでの歩み

常務理事 平田善康

記者懇談会 2022年７月13日 日本記者クラブ



記者懇談会がはじまった背景
平成18年（2006年）8月7日 日本中を震撼させた「妊婦たらい回し」

同じような事態は頻発していたが、メディアはこの事態を契機に、注目し始め、
従来の医療不信による先入観から、医療機関への批判を繰り返した。

その後も「たらい回し」が続き、メディアも産科医療の危機的状況に注目し始め、
記事のトーンも少しづつ変化していった。

あえて「たらい回し」という言葉をメディアは使ったが、メディアの
無理解に基づいて作られた言葉で、事態を正確に表現していないことも、
少しづつメディア自身に理解されていった。

（新医療 2016年9月号 日比野守男氏）

そのような空気の中で、日本産婦人科医会からの提案により、
日本記者クラブにおいて、年間11回の記者懇談会が始まった。



不信感の解消と相互理解
100回を迎えた日産婦医会の記者懇談会 新医療 2016年9月号

ジャーナリスト 日比野守男氏
1949年岐阜市生まれ、
中日新聞、東京本社科学部、文化部、社会
部などを経て
1996年から2012年まで東京新聞・中日新
聞論説委員。2011年
東京医療保健大学・大学院教授、
2015年同客員教授

今振り返ると、医会はきちん
と説明していたが、いざ議論
になると、産婦人科医と
メディアの間で不信感のぶつ
け合いが目立ち、険悪な雰囲
気になったこともあり、長続
きはしないと思った。



第1回記者懇談会 平成19年（2007年）6月13日

お産の安全神話と産婦人科医療を
とり巻く現状について

元日本産婦人科医会会長 寺尾俊彦

通信社 5名
新聞社 10名
放送局 5社
その他 9名
総数 29名

医会関係者 5名





平成21年（2009年）全国支部長会議

９月20日タイムスケジュール
報告
１．出産育児一時金等の医療機関等への直接支払制度について

2009年6月、7月、9月、2010年2月
２．ＨＰＶワクチンの承認について 2009年10月、2010年6月
３．厚労省「女性特有のがん検診推進事業」について 2008年12月
４．産科医療補償制度開始後の問題点の現状について（石渡）2009年12月
５．厚生労働科学特別研究事業「助産師と産科医の協働の推進に関する研究」につ

いて 2009年10月
６．第37回日本産婦人科医会学術集会（60周年記念式典）について
７．産婦人科勤務医の待遇改善と女性医師の就労環境に関する勤務アンケート調査に

ついて 2009年11月
８．新型インフルエンザ罹患（疑いを含む）の妊産婦の分娩施設における対応について

2009年9月
９．女性の健康週間（３月１～８日）について 2009年2月



平成26年（2014年） 地域代表全国会議
9月15日タイムスケジュール

主要報告
１．医療事故調査・支援センターへの死産の報告に関する要望書に

ついて 2014年10月
２．日本産婦人科医会が提言する人口減少克服対策について

2014年7月、9月
３．社会保険診療における控除対象外消費税への対応について

2015年11月
４．診療報酬改定へ向けての取り組みについて
５．出産育児一時金について 2015年10月（角田）

妊婦健診公費負担
６．デング熱の対応について
７．地域格差是正を通した周産期医療体制の将来ビジョン実現に向

けた先行研究中間 報告について 2014年11月



令和元年度(2019年） 地域代表全国会議
9月22日タイムスケジュール

主要報告

1.成育基本法 プレコンセプションケア（平原副会長）2019.12月、2020.6月予定
2. 風疹の流行と風疹ワクチン第５期定期接種推進（平原副会長）2020.1月予定
3. HPVワクチン接種勧奨再開に向けての行政を巻き込んだ取組（石渡副会長）

2019.7月
4. 緊急避妊薬のオンライン診療の検討状況（前田副会長） 2020.3月予定
5.厚労省令和2年度母子保健対策関連概算要求の概要（宮崎常務理事）
6. 分娩取扱施設の長時間労働に関連する要因と対応（中井常務理事）

（働き方改革） 2019.10月 2020.2月予定
7. 産科診療における遠隔医療の導入について（平田常務理事）
8. 成育基本法関連の会長答申（松田副幹事長） 2019.12月
9. ハーバード大学こども発達センター育児支援動画について（相良常務理事）

2019.5月



第100回記者懇談会 平成28年（2016年）7月27日

人口の減少が止まらない事実を直視
産婦人科医会が考える少子化対策

人口の量の確保
人口の質の向上
移民の導入
税額控除

第100回記者懇談会を終わるにあたり
出生率増加の効果は20年-30年後である少子化対策。
直ちに始めないと、手遅れになる。人口の質の確保対策を
中心に、新しい分野に挑戦することで、少子化克服国民運動に参加していく。

日本産婦人科医会会長 木下勝之



医療系記者懇談会の歴史
「生命科学フォーラム」1986年開催。（大正製薬後援）

第222回（2016年８月) → 第241回（2022年６月)
「東洋（現・漢方）医学フォーラム」 1986年開催（ツムラ後援）

第135回（2016年8月) → 第139回（2019年1月後開催なし)
日本産婦人科医会記者懇談会 第2位 !!!

第100回（2016年8月) → 第165回（2022年６月)

他 日本医師会定例記者会見
外科系学会社会保険委員会連合
日本眼科医会記者懇談会
日本小児科医会記者懇談会

介護、看護のメディア向け勉強会

全国老人保健施設協会の記者懇談会
日本看護協会プレスセミナー



日本産婦人科医会記者懇談会 参加者数
の経年推移 2022年6月まで
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人数
新型コロナ
ウイルス
感染症のため
140回1回延期
その後Webへ

106回HPV
ワクチン

133回HPV
ワクチン

10回子宮頚がん
検診とワクチン



回 開催日 テーマ 担当 人数

152 R3.5.12
Web会議

COVID-19の流行下における、性暴力・性虐待等に関する調査、および一般人に
おける妊娠、避妊に対する意識と性行動の実態調査より

安達常務理事
種部常務理事
北村邦夫女性保健

37

1 H19.6.13 「お産の安全神話」と産婦人科医療を取り巻く現状について 寺尾会長 29

10 H20.4.9 今年度の医会事業について
子宮がんは予防できる-検診とワクチン-

寺尾会長
鈴木常務理事 29

133 R1.7.10

「HPVワクチンの最近の話題」
（１）HPVワクチン接種再開に向けての産婦人科医会の活動と地域における

草の根運動
（２）HPVワクチン接種の積極的勧奨再開にブレーキをかけている要因

二つの訴訟と報道

鈴木光明常務理事
石渡副会長 22

162
R4.4.13

Web会議
妊娠初期における安全な中絶治療法について
１）安全な人工妊娠中絶手術について
２）承認申請された経口中絶薬の安全性と副作用について

長谷川常務理事
石谷幹事長 27

106 H29.2.8 HPVワクチンに関する最近の動向
鈴木常務理事
村中璃子氏（医師・
ジャーナリスト）

26

5 H19.11.14 妊婦健康診査について 塚原副幹事長 25

16 H20.11.10 周産期における救急医療について 中井常務理事
平原常務理事 25

104 H28.12.14 妊産婦死亡、さらなる削減のために －産科救急医療の
質の向上－

石渡常務理事、
関沢常務理事、
長谷川幹事

25

3 H19.9.12 周産期医療の現状と産婦人科勤務医就労状況 中井常務理事 24

参加者が多い10題 2022年7月



ピルボード記者こんランキング
2022.６.8現在

中井常務理事 周産期医療体制から勤務医、働き方改革へ 27回
石渡副会長 産科医療補償制度、妊産婦死亡・偶発事例報告 21回
安達常務理事 性教育の取り組み、性犯罪 14回
鈴木光明常務理事 子宮頸癌検診、HPV 16回
関沢常務理事 新生児聴覚、メンタルヘルス、出生前診断など 17回
平原副会長 風疹ゼロプロジェクト、プレコンセプションケアへ 14回



̶産婦人科医師減少に転じるー
産婦人科医師の動向

日本産婦人科医会施設情報調査（2006年-2016年）
日本産科婦人科学会会員の勤務実態調査（2014年）より

平成28年（2016年）10月 第102回記者懇談会

日本産婦人科医会 常務理事
日本医科大学 教授

中井章人



⽇経新聞 朝 30⾯
平成28年10⽉16⽇

読売新聞 ⼣ 12⾯
平成28年10⽉13⽇
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東京新聞 平成29年1⽉26
⽇
朝、7⾯

毎⽇新聞平成29
年1⽉26⽇朝、
28⾯



参加者数の経年推移20190930
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⼦宮頚がん検診
とワクチン

第104回
⼦宮頚がん検診



読売新聞 ⼣ 11⾯
平成28年12⽉6⽇

⽇経新聞 ⼣ 15⾯
平成28年12⽉6⽇

東京新聞 ⼣ 7⾯
平成28年12⽉6⽇





毎⽇新聞 ⼣ 1⾯
平成28年12⽉12⽇

読売新聞 ⼣ 10⾯
平成28年12⽉14⽇



妊産婦死亡、さらなる削減のために
－産科救急医療の質の向上－

平成28年（2016年）12月14日 第104回記者懇談会

日本産婦人科医会
医療安全部

常務理事 石渡 勇
常務理事 関沢明彦
幹事 長谷川潤一

22



第109回記者懇談会
試験動画配信から平成29年（2018年）10月、会員専用に配信

会員専用（2018年）





第112回記者懇談会
成育基本法を国会で通そう

古川俊治参議院議員

（2018年）



第118回記者懇談会
子宮頸がんから日本の女性の未来を守ろう

「守ってあげたい命を懸けて」
HPVワクチン早期再開を求める

参議院議員 三原じゅん⼦

三原じゅん⼦参議院議員

（2018年2月）



「子宮頸がんをなくそう」子宮頸がんとワクチン
の正しい知識の普及活動

広報IT部会とがん部会との連携事業



災害時の小児周産期医療体制構築に向けて
第129回記者懇談会

衆議院災害対策特別委員会理事
前厚生労働大臣政務官 三ツ林裕⺒衆議院議員

（2019年3月）



第128回記者懇談会
凍結された妊婦加算に対する医会の見解

妊産婦医療費助成制度 （2019年2月）



第130回記者懇談会
日本産婦人科医会として産後ケア事業／産婦健診事業に
取り組んでいくために

角田隆 医業推進委員会委員長

（2019年4月）



第134回記者懇談会（2019年9月）

①新生児聴覚検査の現状とその支援体制について
日本産婦人科医会
母子保健部会（担当常務理事）関沢 明彦
②難聴医療の進歩と難聴児支援のあり方 提言
信州大学医学部耳鼻咽喉科学教室 教授
長野県難聴児支援センター センター長 宇佐美 真一

日本産婦人科医会からの要望
1. 市区町村単位でなく、都道府県単位の協議会を中核

として事業を行う必要がある。また、都道府県の
協議会の間で情報交換するシステムの構築が必要
である。

2. すべての児が早期に検査できるような体制が必要。
⑴ 新生児スクリーニング検査の無料化

⑵ 医療機関への検査機器（AABR）購入の支援

背景

l 新生児聴覚スクリーニング検
査は、難聴児を早期発見し、
早期療養を開始することによ
り、難聴児が障害を克服し、
生活の質が大幅に改善するこ
とにつながる。

Ø 費用対効果が大きく、社会と
しても推進すべき検査である。

新生児聴覚検査とその公的補助の重要性について」

https://www.jaog.or.jp/wp/wp-content/uploads/2019/09/88d08e99c89f1977fee8f5f9a286a5d8.pdf
https://www.jaog.or.jp/wp/wp-content/uploads/2019/09/f40ac0c470215d52130a94a37c649db1.pdf
https://www.jaog.or.jp/wp/wp-content/uploads/2019/09/48f39e38d93a5cf6b6c3b36176cfb062.pdf


第139回記者懇談会（2020年2月12日）

加速する少子化社会における産科医の働き方
労働時間規制はクリアできるのか？

外勤の実態も明らかに



第144回記者懇談会（2020年9月9日）

「HPV（ヒトパピローマウイルス）関連がんのない日本へ

HPVワクチンの積極的接種勧奨の再開に向けて」



第145回記者懇談会（2020年10月21日）

１.新型コロナウイルス感染症についての実態調査

2.悪化する地方の周産期医療の状況ー新型コロナ流行の影は？



第147回記者懇談会（2020.12.09)

成育基本法が成立して2年
産婦人科はどのように変わるか？

プレコンセプションケアとは？



第1５０回記者懇談会（2021.3.10)

出生前診断（NIPT）が抱える問題点

産婦人科と小児科・遺伝科の立場から



第154回記者懇談会
(2021.07.15)

地域で安心して分娩ができる
医療施設の存続を目指す
議員連盟発足の意義

三ツ林衆議院議員・武見参議員議員・日医松本吉郎常任理事・木下会長



第157回記者懇談会（2021年11月10日）

「精度の高い子宮頸がん検診に向けて
ー我が国の現状を踏まえてHPV検査導入法ー』

鈴木光昭 常務理事



第160回記者懇談会（2022年2月9日）

HPVワクチン定期接種の積極的勧奨の再開に寄せて

安達知子常務理事HPVワクチン接種は
産婦人科で



第161回記者懇談会
一般産科医療機関から見た医師の働き方改革
2024年現場の働き方改革によって、地方の周産期医療体制は崩壊するか

日本産婦人科医会 副会長 前田つきお
日本産婦人科医会 常務理事 中井章人

日本医師会 常任理事 松本吉郎 （2022.3.09)



第163回記者懇談会 （2022.5.11)

妊産婦メンタルヘルスケアの現状と新しい取り組み
相良洋子常務理事

東京新聞
1面 朝刊
2022.6.4 



記者こんのテーマからみた日本産婦人科医会の社会貢献と
会員へのコストベネフィット分析

HPVVワクチン積極的勧奨早期再開に向けて

周産期メンタルヘルス

NIPT

プレコンセプションケア
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これまでの記者懇談会を振り返り
ソーシャルメディアによる情報発信だけでは、メディアや会員との
相互理解を深められない。

日本産婦人科医会とメディア
の相互理解を深めたことは間
違いない。

メディア向けの勉強会がメ
ディアの知識を高め、正確な
記事執筆に役立っている。

ジャーナリスト 日比野守男

日本産婦人科医会は今後も会員に
とって国民にとって重要な話題を提
供し、メディアに記事や番組で取り
上げられてもらうような情報を発信
する。

本会の活動が、社会に理解されるた
めに、メディアや会員との信頼関係
をさらに構築するよう努めていく。

情報技術部会 平田善康



日本産婦人科医会

2022 これからの記者懇談会？



今後のテーマ １

医師の働き方改革がもたらす影響は
地方の周産期医療体制はどうなるか？

一般産科と周産期医療施設との連携は？
周産期医療情報ネットワークのデジタル化の構築

災害対策 自然災害、新興感染症、有事の備え

周産期医療体制のデジタル化の推進

医会としての今後の対応



今後のテーマ ２
医療安全
産科医療補償制度 と母体安全
無痛分娩の増加に伴う医療事故の防止
今後のJCIMELS   JALAの役割

無痛分娩関係学会 ･団体連絡協議会（JALA）
の活動支援

医療安全の確保に問題を抱えた会員の支援活動

今後の医会の対応



今後のテーマ ３
HPVワクチンの接種勧奨再開を受けて、産婦人
科医による積極的なワクチン接種を行う活動

わが国の現状を踏まえたHPV検査導入法（HPV
検査上乗せ検診、細胞診・ HPV検査併用検診）
の普及に向けた啓発活動

乳がん検診への産婦人科医の参入

今後の医会の対応は



今後のテーマ ４

産後うつの予防と自殺の予防
産婦健診（２週間健診と1ヶ月健診の拡大）
メンタルヘルスケアの普及

• 産婦健診の公費負担の推進
• 産後ケア事業・産婦健診事業と医業経営

• プレコンセプションケあ

今後の医会の対応



今後のテーマ ５
•タンデムマス・スクリーニ ング法と新たなオ
プショナルスクリーニング対象疾患に対する取
り組み

• HTLV-1母子感染予防対策の推進

•新生児聴覚スクリーニングの普及推進と
精度管理



今後のテーマ ６
⺟体保護法

緊急避妊薬OTC化と経⼝中絶薬導⼊の議論



その他 今後のテーマ
包括的性教育

性犯罪者被害者支援
虐待予防

少子化対策と男女共同参画からみた
不妊症の一部保険拡大について 調査

他



回 開催日 テーマ 担当
164 2022.06.08 4月からはじまった保険適用拡大の意義

と今後の課題
仕事と不妊治療の両立支援について

栗林監事
五十嵐幹事

163 2022.05.11 妊産婦メンタルヘルスケアの現状と新しい取り組み
オンライン２週間健診診

星幹事・相良常務理事
埼玉県西岡理事

162 2022.04.13 妊娠初期における安全な中絶治療法について 経口中
絶薬

石谷幹事長
長谷川常務理事

161 2022.03.09 一般産科医療機関から見た医師の働き方改革 前田副会長・中井常務
理事・日本医師会松吉
郎常任理事

160 2022.02.09 HPVワクチン定期接種の積極的勧奨再開に寄せて－
HPVワクチン接種は産婦人科で－

安達 知子常務理事

159 2022.01.12 産婦人科勤務医の待遇改善と女性医師の就労環境に関
するアンケート調査報告
“風疹ゼロ”プロジェクト2022

中井常務理事
勤務医委員会
平原副会長

158 2021.12.08 医療安全に向けた日本産婦人科医会の歩み－産科医療
補償制度を中心に
２）母体安全の提言2020年

石渡勇副会長
長谷川 潤一常務理事

157 2021.11.10 「精度の高い子宮頸がん検診に向けて－わが国の現状
を踏まえたＨＰＶ検査導入法－」

鈴木光明常務理事

156 2021.10.20 「エコチル調査：環境省子どもの健康と環境を考える
全国調査

環境省 田中 桜
平原副会長

155 2021.09.08 「妊産婦メンタルヘルスケアの現状と産後ケア事業の
全国展開に向けて」

星幹事
鈴木俊治常務理事

154 2021.07.15 地域で安心して分娩ができる 医療施設の存続を目指す
議員連盟発足の意義

木下会長



回 開催日 テーマ 担当
153 2022.06.08 バイデン家族計画から考えるわが国の税制 ー給付付き税額控

除を中心に
東京財団政策研究所
研究主幹 森信茂樹

152 2022.05.11 「COVID-19の流行下における、性暴力・性虐待等に関する
調査、および一般人における妊娠、避妊に対する意識と性行
動の実態調査より」

北村邦夫・種部常務
理事・安達常務理事

151 2022.04.13 「COVID-19の流行下における人工妊娠中絶等の実態調査、
および妊活、不妊治療の意識と実態の調査より」

安達常務理事・堤
治・長谷川常務理事

150 2022.03.09 出生前診断（NIPT）が抱える問題点 産婦人科と小児科・遺
伝科の立場から」

関沢 明彦常務理事
埼玉県立小児遺伝科
大橋博文

149 2022.02.09 我が国における ARTの現状と保険収載にむけての課題 松本和紀副議長

148 2022.01.12 1．働き方働き方改革と産婦人科医療－地域医療供給体制と
就労環境改善は両立するか？ 2．2021年“風疹ゼロ”プロ
ジェクト宣言

中井常務理事・平原
副会長成育医療研究
センター 荒田 尚子

147 2021.12.08 成育基本法が成立して2年 産婦人科はどのように変わるか？ 長谷川潤一常務理事

146 2021.11.10 医療安全部会から 母体死亡ゼロを目指して！ 鈴木光明常務理事
145 2021.10.20 １.「新型コロナウイルス感染症についての実態調査」

２「悪化する地方の周産期医療の状況－新型コロナ流行の影
響は？－

環境省 田中 桜
平原副会長

144 2021.09.08 「HPV（ヒトパピローマウイルス）関連がんのない日本へ
ーHPVワクチンの積極的接種勧奨の再開に向けて」

石渡 勇・鈴木光明
埼玉医大 高橋幸子
他大学生 峯眞人

143 2021.07.15 「新型コロナウイルス感染症流行下の妊産婦メンタル
ヘルスケア」

星幹事・相良常務理
事



回 開催日 テーマ 担当
142 2020.06.10 「産婦人科と乳がん検診-若い女性を乳癌死から守るため

に」
鈴木光昭常務理事・
鎌田常務理事

141 2020.05.13 「オンライン診療における緊急避妊薬処方/調剤に向けて」 安達 知子常務理事
・平川常務理事

140 2020.04.08 「新型コロナウイルスから妊婦をどう守る」 早川智・倉澤幹事
中井常務理事

2020.03. 新型コロナウイルス感染症により中止

139 2020.0２.12 加速する少子化社会における産科医の働き方
労働時間規制はクリアできるのか 外勤の実態も明らかに

勤務医委員会
中井常務理事

138 2020.01.08 2020年東京オリンピック・パラリン
ピックに向けたインバウンド感染症対策と
風疹ゼロプロジェクト

平原副会長
早川智教授

137 2019.12.17 本会が提案する成育基本法
プレコンセプションケア

平原副会長
松田幹事

136 2019.10.16 母体安全への提言2018 石渡副会長
長谷川幹事

135 2019.10.18 働き方改革はできる？ 中井常務理事・
二井三重県医師会副会長

134 2019.09.11 「新生児聴覚検査とその公的補助の重要性につい
て」

関沢常務理事

133 2019.07.10 「HPVワクチンの最近の話題」 鈴木光明常務理事
石渡副会長


